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◇
二
〇
一
九
年
度
高
岡
教
区
臨
時
教
区
会
報
告 

去
る
六
月
二
十
七
日
（
木
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て

二
〇
一
九
年
度
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
度
高
岡
教
区
各

種
会
計
決
算
が
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

教
区
一
般
会
計
の
総
額
で
は
、二
〇
一
九
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
二
〇
一

八
年
度
剰
余
金
が
一
千
八
十
万
五
千
九
百
五
十
一
円
と
、昨
年
度
比
で
四

十
八
万
円
弱
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

一
般
会
計
の
歳
入
全
体
で
は
、予
算
額
に
対
し
て
五
十
八
万
七
千
二
百

八
十
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
の
は
、「
各
種
助
成
金
」
の
在
家
免
物
委

託
事
務
費
・
公
聴
会
開
催
交
付
金
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
や
、「
雑
収
入
」

で
児
童
念
仏
奉
仕
団
参
加
費
が
当
初
予
算
よ
り
大
幅
に
減
っ
た
も
の
の
、

千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
体
参
拝
参
加
費
や
印
刷
代
収
入
・
そ
の
他
で
増
額
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。「
願
記
手
数
料
」
は
予
算
額
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
度
当
初
は
百
三
十
万
円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た

が
、
減
収
を
見
込
ん
で
二
十
万
円
減
額
し
た
予
算
補
正
を
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、「
転
退
職
金
回
金
」
に
二
百
十
万
円
余
り
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
が
、
職
員
が
一
名
退
職
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
特
別
会

計
「
転
退
職
積
立
会
計
」
か
ら
一
般
会
計
に
回
金
し
て
支
出
す
る
た
め
に

予
算
補
正
し
た
も
の
で
す
。 

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
「
実
践
運
動
推
進
費
」
が
大
幅
な
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
実
践
運
動
僧
侶
研
修
会
・
専
門
委
員
会
の
経
費
が
当
初

の
見
込
み
よ
り
大
き
く
減
額
し
た
こ
と
や
、連
区
行
事
の
連
区
門
徒
推
進

員
研
修
会
開
催
経
費
や
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
講
員
研
修
会
中
止
に
よ
る
減
額

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。「
会
議
費
」
で
は
、「
教
区
会
費
」
が

減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、当
初
予
算
よ
り
四
万
円
増
額
し
た
予
算
補
正

を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。「
諸
会
議
費
」は
公
聴
会
の
経
費
減
や
、

教
務
所
長
の
諮
問
委
員
会
で
あ
る
宗
務
調
査
研
究
委
員
会
の
会
合
数
減

に
よ
り
費
目
全
体
と
し
て
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
教
務
所
費
」

で
は
、「
人
件
費
」
が
諸
手
当
を
抑
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
事
務
費
」
が
通
信
印
刷
費
・
消
耗
品
費
・
出
張
交
通
費
・

慶
弔
費
・
諸
雑
費
・
伝
道
車
費
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
減
に
な
っ
た
た
め
、
費

目
全
体
と
し
て
は
百
万
円
以
上
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
費
目
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
予
算
額
通
り
の
執
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
特
別
会
計
の
決
算
で
は
、
前
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
退
職
者

が
あ
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
「
転
退
職
積
立
会
計
」
か
ら
「
一
般
会

計
」
に
二
百
十
万
円
余
り
を
回
金
し
て
退
職
手
当
を
支
給
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
災
害
対
策
費
」
で
は
、
大
阪
北
部
地
震
災
害
に

十
万
円
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
に
二
十
万
円
の
見
舞
金
を
支

出
し
た
こ
と
や
、
豪
雨
災
害
支
援
活
動
に
経
費
を
支
出
し
た
た
め
に

二
十
二
万
円
増
額
す
る
予
算
補
正
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
補
正
予
算

通
り
の
執
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
教
化
資
料
作
成
費
」
で
は
、
頒
布

収
入
が
と
前
年
度
繰
越
見
込
金
が
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
支

出
の
次
年
度
繰
越
金
も
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
会
計
」
は
、
ふ
る
こ
は
ん
フ
ェ
ス
を
行
っ
た

こ
と
に
と
も
な
い
、
歳
入
で
「
雑
収
入
」
を
十
万
円
、「
推
進
費
」
で

十
五
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
予
算
補
正
を
し
て
お
り
、
そ
の
予

算
通
り
の
執
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
免
物
会
計
」
は
、
収
入
の
免
物

交
付
に
か
か
る
免
物
冥
加
と
、
支
出
の
免
物
申
請
冥
加
を
そ
れ
ぞ
れ

二
十
万
円
減
額
と
す
る
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
収
入
の
免
物

交
付
に
か
か
る
免
物
冥
加
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
の
「
回
金
」

が
予
算
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入
の
「
本
山
委
託
事
務
費
」

を
全
額
一
般
会
計
に
回
金
し
て
お
り
、
委
託
事
務
費
が
増
額
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
支
出
の
回
金
も
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

議
員
か
ら
は
、
寺
院
解
散
に
伴
う
賦
課
金
収
入
や
宗
派
か
ら
の
各

種
助
成
金
が
年
々
減
少
し
て
い
く
中
で
、
教
区
の
独
自
性
が
発
揮
さ

れ
た
予
算
編
成
の
必
要
性
、
実
践
運
動
の
推
進
や
各
種
教
化
団
体
の

活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
よ
う
宗
派
へ
の
働
き
か
け
、
そ
の
他
教
区
財

源
の
充
実
を
図
る
た
め
人
件
費
や
利
益
者
負
担
を
伴
う
諸
事
業
の
見

直
し
、
特
別
会
計
か
ら
の
回
金
等
に
つ
い
て
、
意
見
・
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
」
事
業
の
法
的
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
一
般
財
団
法
人
教
学
財
団
理
事
会
・
評
議
員
会
報
告 

 高
岡
教
区 
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去
る
六
月
十
日
及
び
二
十
四
日
、
教
学
財
団
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
二

〇
一
八
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
が
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
一
八
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
決
算
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
事
業
活
動
収
入
に
お
い

て
、
受
取
会
費
で
は
、
教
学
研
究
室
賛
助
会
費
が
前
年
度
決
算
額
に
対
し
三
万
円
増
と
な

っ
て
お
り
多
数
の
方
よ
り
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
事
業
収
入
の
講
座
受
講
料
収
入

で
は
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
料
を
収
納
し
、
受
取
賃
貸
料
収
入
で
は
、
会
館
使
用
料
等
を

収
納
い
た
し
ま
し
た
。
補
助
金
等
収
入
と
し
て
、
教
区
か
ら
の
財
団
運
営
助
成
金
と
し
て

前
年
度
決
算
額
に
対
し
百
万
円
増
の
三
百
万
円
を
収
納
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
事
業
活
動
支
出
で
は
、
通
信
運
搬
費
支
出
に
お
い
て
は
主
に
郵
送
料
の
支
出
、

修
繕
費
で
は
会
館
出
入
口
自
動
扉
の
修
繕
費
、
礼
拝
堂
及
び
茶
室
の
障
子
張
り
替
え
経
費
、

一
階
男
子
ト
イ
レ
の
修
繕
費
、
会
館
清
掃
料
、
ダ
ス
キ
ン
使
用
料
等
を
支
出
し
て
お
り
ま

す
。
光
熱
水
料
費
支
出
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
出
、
保
険
料
支
出
で
は
Ｊ

Ａ
火
災
保
険
料
の
支
出
を
い
た
し
ま
し
た
。
諸
謝
金
支
出
で
は
、
各
種
講
師
礼
等
を
支
出
、

負
担
金
支
出
で
は
会
館
永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏
華
・
弁
当
代
・
そ
の
他
を
支
出

い
た
し
ま
し
た
。
助
成
金
支
出
は
、
教
区
児
童
念
仏
奉
仕
団
に
対
す
る
助
成
金
で
す
。
雑

支
出
で
は
公
認
会
計
士
委
託
料
等
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
が
、
二
〇
一
八
年
度
決

算
の
概
要
で
す
。 

ま
た
、
二
年
任
期
の
理
事
・
監
事
に
お
い
て
は
、
本
評
議
員
会
に
て
再
任
さ
れ
ま
し
た

こ
と
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
貸
借
対
照
表
と
収
支
計
算
書

で
の
記
載
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
別
紙
に
て
教
区
会
計
決
算
書
及
び
財
団
決
算
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。】 

 ◇
第
１
回
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会 

七
月
五
日
（
金
）
、
ビ
ハ
ー
ラ
高
岡
（
林
史
樹
会
長
）
が
公
開
講
座
で
研
修
会
を
行
っ

た
。
講
師
に
、
佐
々
木
恵
雲
さ
ん
（
藍
野
大
学
短
期
学
部
部
学
長
・
滋
賀
教
区
西
照
寺
住

職
）
を
迎
え
、「
優
生
思
想
」
と
「
障
害
者
」
差
別
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
と
意
見
交
換
会

を
行
っ
た
。 

二
〇
一
六
年
七
月
、
相
模
原
市
の
障
害
施
設
で
入
所
者
十
九
名
が
元
職
員
に
よ
っ
て
殺

害
さ
れ
た
事
件
を
中
心
に
話
さ
れ
、
こ
の
元
職
員
が
“
優
性
思
想
”
（
優
れ
た
子
孫
を
残

そ
う
、
劣
っ
た
子
孫
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
）
に
つ
い
て
肯
定
的
に
語
っ
た
こ
と
に

佐
々
木
さ
ん
は
衝
撃
を
受
け
た
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
や
社
会
の
中
に
も
“
優
性
思
想
”

的
な
考
え
が
蔓
延
し
て
お
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
も
こ
の
“
優
性
思
想
”
が
甦

っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
非
常
な
危
機
感
を
覚
え
た
、
と
述
べ
ら
れ
、
現
場
で
働
い
て
い
る

元
職
員
が
起
こ
し
た
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
個
人
の
特
殊
な
事
情
で
は
な
く
、
こ
の
考
え

方
を
生
ん
だ
社
会
の
背
景
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
述
べ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
自
分
自
身
が
年
を
取
っ
た
り
病
気
に
な
る
と
い
う
視
点
を
持
ち
、
自
分
自
身
が

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
を
持
つ
こ
と
、
介
助
者
が
障
害
者
を
弱
者
で
あ
る
と
思
い
込

む
こ
と
が
、
強
者
（
介
助
者
）
と
弱
者
（
障
害
者
）
の
上
下
関
係
に
な
り
非
常
に
危
険
で

あ
る
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
私
た
ち
が
視
点
を
変
え
、
弱
者
と
強
者
を
分
け
て
い
か

な
い
こ
と
と
話
を
聞
く
こ
と
（
傾
聴
活
動
）
が
重
要
だ
と
述
べ
ら
れ
講
演
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
講
演
内
容
の
質
問
や
生
活
の
中
の
疑
問
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
終

了
し
た
。 

ビ
ハ
ー
ラ
高
岡
で
は
九
月
七
日
（
土
）
に
公
開
講
座
で
連
区
研
修
会
を
開
催
し
、
こ
の

問
題
を
さ
ら
に
深
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

                

西本願寺高岡会館 

永代経法要のご案内 

以下の通り高岡会館の永代経を勤

めます。お誘いあわせてお参りく

ださい。 

日時：７月１９日（金） 

   日中―午前１０時 

逮夜―午後１時半 

法話：高岡教区布教団布教大会 

 

日中：梅本洪道氏 

（氷見西組西教寺）  

      伯水永雄氏 

（氷見西組明泉寺） 

逮夜：安達秀憲氏 

（川上組空泉寺） 

      村上昂文氏 

（水波組西養寺） 

※お昼にお斎（お弁当）を準備してお

ります。午前・午後あわせてお参りく

ださい。 

２０１９年度 

「教区賦課金」 

納入について 

５月当初、各ご寺院

様宛に教区賦課金の

告知書を送付させて

頂きました。 

納入期日は告知書

に記載してあります

ように前期分が 7 月

25日、後期分が 12月

25 日迄となっており

ますので早期の納入

をお願い致します。

尚、今年度の教区賦課

金は２０１８（平成３

０）年度の宗派賦課金

の１２０％が依頼額

となっております 
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御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

「
み
ん
な
の
反
戦
歌
〜
歌
に
込
め
ら
れ
た
非
戦
平
和
へ
の
願
い
〜
」
開
催
に
あ
た
っ
て 

 

今
年
の
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
ま
す
ま
す
混
迷
の
様
相
を
深
め
、
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
無
批
判
に
追
従
す
る
政
府
の
姿
勢
は
、
国
際
社
会
か
ら
信
頼
を

失
い
、
孤
立
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
「
平
和
主
義
」
を
柱
の
ひ
と
つ
と
す
る
憲

法
の
精
神
に
反
し
「
領
土
問
題
を
解
決
す
る
に
は
戦
争
し
か
な
い
」
と
い
う
国
会
議

員
の
問
題
発
言
や
国
民
生
活
を
不
安
に
す
る
ほ
ど
の
巨
額
な
お
金
が
湯
水
の
よ
う
に

防
衛
費
と
し
て
使
わ
れ
、
戦
争
遂
行
を
可
能
と
す
る
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

本
願
寺
派
当
局
は
こ
の
状
況
に
対
し
、
相
変
わ
ら
ず
何
の
声
明
も
表
明
せ
ず
、
各

方
面
か
ら
意
見
具
申
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
団
体
と

し
て
の
意
見
を
世
間
に
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
仏
法
と
世
間
を
分
け
て
考
え

る
真
俗
二
諦
的
態
度
で
あ
り
、
現
状
追
認
と
捉
え
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
嘆
か
わ
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
戦
時
中
、
教
団
が
国
の
方
針
に
従
い
、
戦
争
協
力
を
し
た
反

省
に
立
っ
て
い
な
い
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
を
生
み
出
し
て

い
る
の
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
一
人
の
無
関
心
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
会
で
は
、
非
戦
・
平
和
公
開
学
習
会

を
企
画
・
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
関
心
の
低
さ
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
文
章

を
読
ん
で
く
だ
さ
る
教
区
内
の
方
々
も
ど
の
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。 

元
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
長
で
、
門
徒
推
進
員
と
し
て
教
区
内
、
本
山
で
さ
ま

ざ
ま
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
故
加
藤
悦
夫
さ
ん
は
、
二
〇
一
五
年
、
戦
後
七
十
周
年

の
「
平
和
を
願
う
つ
ど
い
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
無
関
心
な
人
々
に
平
和
の
願
い
を

届
け
る
に
は
、
論
理
的
な
学
び
と
と
も
に
「
感
性
に
訴
え
る
」
必
要
性
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
、
「
被
爆
ピ
ア
ノ
演
奏
会
〜
ピ
ア
ノ
が
奏
で
る
平
和
へ
の
願

い
〜
」
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。 

礼
拝
堂
に
設
置
さ
れ
た
広
島
で
原
子
力
爆
弾
に
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
に
触
れ
た
と
き
、

演
奏
者
の
竹
内
佳
代
さ
ん
が
、
涙
を
流
し
て
戦
争
と
い
う
も
の
悲
惨
さ
や
数
え
切
れ

な
い
人
々
の
平
和
へ
の
願
い
を
ピ
ア
ノ
か
ら
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
非
常

に
印
象
的
で
し
た
。 

親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』
の
加
筆
補
訂
を
終
え
ら
れ
た
七
十
五
歳
ご
ろ
か
ら
ご

和
讃
を
詠
ま
れ
、
五
百
首
以
上
も
の
「
歌
」
で
阿
弥
陀
如
来
の
功
徳
や
七
高
僧
の
遺

徳
を
讃
え
ら
れ
た
と
同
時
に
、
『
正
像
末
和
讃
』
で
は
、
末
法
五
濁
の
時
代
の
嘆
き
、

ご
自
身
の
恥
ず
べ
き
姿
を
詠
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ご
和
讃
は
、
「
今
様
」
と
い
わ
れ

る
歌
謡
で
あ
り
、
遊
女
や
傀
儡
子
と
い
っ
た
社
会
的
差
別
を
受
け
て
い
た
芸
能
の

人
々
の
間
に
流
行
し
て
い
た
現
代
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
で
し
た
。
そ
し
て

浄
土
信
仰
に
お
い
て
今
様
は
声
明
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
今
様
を
歌
っ
て
往
生
す
る

と
い
う
宗
教
的
な
理
解
が
広
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
政
治
に
対
す
る
批
判
を

表
現
す
る
手
段
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
親
鸞
聖
人
も
仏
法
を
取
り
巻
く
世
間
の
嘆

き
を
詠
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

今
年
の
「
全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を
願
う
つ
ど
い
」
は
、
追
悼
法
要
の
あ
と
、
教

区
内
の
音
楽
活
動
に
関
わ
る
団
体
、
有
志
に
よ
る
音
楽
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

非
戦
平
和
へ
の
願
い
を
ご
和
讃
や
「
反
戦
歌
」
を
通
し
て
と
も
に
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
会
委
員
長 

飛
鳥
寛
靜
】
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎７／27（土）：園淵 和貴氏 

（本願寺派布教使・大阪府西法寺衆徒） 

「南無阿弥陀仏がご一緒です」 

◎８／３（土）：園淵 和貴氏 

（本願寺派布教使・大阪府西法寺衆徒） 

「精 一 杯 よろこばせていただく」  

◎８／10（土）：園淵 和貴氏 

（本願寺派布教使・大阪府西法寺衆徒） 

「引 き継 がれるお念 仏 」 

□８／11（日）：磯原 正浩氏 

（高岡教区五位組光明寺） 

◎８／17（土）：園淵 和貴氏 

（本願寺派布教使・大阪府西法寺衆徒） 

「おみのりが生 きている」  

◎８／24（土）：山口 紀子氏 

（本願寺派布教使・兵庫県西信寺副住職） 

「未  定 」  

□８／25（日）：小見山 恵佑氏 

（高岡教区若神組常称寺） 

 

【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師：未   定 

 

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（7/14～8/21）◇  

 ７月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

17 

19 

21 

 

22 

23 

 

 

25 

26 

27 

29 

30 

31 

８月 

２ 

３ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

14 

 

19 

20 

 

常例法座 

宗務懇話会 

会館永代経 

中央教修修了者のつど

い 

聖典セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同朋運動推進者研修会 

 

 

全戦没者を悼み平和を

願うつどい 

得度修礼講習会打ち合

わせ会 

仏婦・寺女合同実践運動

研修会 

常例法座 

教務所盆休み（～18） 

聖典セミナー 

僧研スタッフ研修会 

得度習礼講習会（～21） 

（福光教堂） 

 

 

 

 

 

 

ヤスクニ委員会 

総代会幹事会・研修会（庄

川荘） 

仏婦組織教化委員会 

関野組夏季講座（会館） 

関野組夏季講座（会館） 

龍谷教学会議例会 

仏婦広報委員会 

布教団実践運動研修会 

 

 

連区仏青研修会（～４）石

川 

 

 

 

     

     

得度習礼講習会申し込み期限について 

 本講習会については、教区報６月号にご案内を同

封いたしましたとおり、８月２０日（火）～２１日

（水）に福光教堂にて開催いたします。 

なお、申し込みの締め切りは、８月２日（金）ま

でとなっておりますのでご留意ください。 

※平成２６年４月１日制定の宗則により、得度習礼

については、「習礼を受けようとする者は、別に定

める場合を除き、事前に得度習礼講習会を受講しな

ければならない」との規程が制定されました。 


